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十分な応力条件で
再結晶接合組織を実現

1200 10MPa 10min.1200 5MPa 10min.

察すると母材と接合部の組織は完
全な再結晶により光学顕微鏡では
見分けが困難である（図 16）。また、
室温引張り試験を実施し応力 - 歪み
線図では、最高応力に到達してか
ら破断する「安定破壊」が生じてい

ること、また一様伸びが 25%に達
する高延性継手の実現に成功した。
現在、同合金のクリープ特性を評価
中であり、クリープ破断延性の詳細
解析を進めている。

５．まとめ
　以上に述べてき
たように A-USC プ
ラントに不可欠と
されるフェライト
鋼、オーステナイ
ト鋼、Ｎｉ基合金
そ れ ぞ れ に つ い
て、目標強度の達
成に必要な指導原
理が得られ、その
確認・検証を進め
る に 至 っ て い る。
さらに溶接継手強

度の向上、高延性の両立等につい
てもそれぞれ機構解明に立脚した
対策案の提示に繋がるデータが得
られつつある。今後さらに研究開
発を継続することと、併せて、今
回はご紹介しなかった組織診断プ
ラットフォームに基づく Factor of 
1.2 の高精度強度予測技術の開発が
実現すれば、火力発電の高効率化、
クリーンコールテクノロジーの中
核として位置づけられる A-USC 発
電プラントの実現を強力にサポー
トできる材料基盤技術の確立が可
能になると確信している。
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図 16　Ni 基モデル合金の液相拡散接合継手の光顕観察組織

図 15　Ni-B 非晶質合金箔を使用した液相拡散接合の等温凝固課程
   (a) 接合前　(b) 接合温度に到達、箔溶融　(c) 拡散 + 等温凝固開始 (d) 等温凝固完了
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図 14　接合試験模式図
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活動報告

■総務企画部　
○戦略的基盤技術高度化支援事業
「吸着・浮上機能を付与した超大型・
軽量多孔質セラミック定盤の開発」
の終了報告
　平成 18 年 12 月に株式会社ナノ
テムが中心となって株式会社大菱
計器製作所、長岡技術科学大学と
ともにスタートした同事業は 21 年
11 月をもって終了した。
　本プロジェクトでは第 8 世代の
液 晶 用 マ ザ ー ガ ラ ス G8(2,200 ×
2,500mm) に対応した真空チャッ
ク式定盤のための大型多孔質セラ
ミ ッ ク ス の 焼 成 技 術 確 立 が 最 終

目 標 で あ っ た。18 年 度 G5 対 応
(1,200 × 1,500mm) 19 年度 G6 対
応 (1,550 × 1,850mm) 焼成に引き
続き、最終年度には更に大きな G8
サイズの焼成技術を確立した。焼
成炉の棚板の改善と、焼成条件の
最適化を行うことで、G8 サイズで
90％以上の焼成歩留まり向
上を図った。また最終的には
多孔質セミックスの機械物性
値（ヤング率）の向上 (150
から 200% UP) が実現した。
　最終的には開発したセ
ラミックス焼成体を加工
して石定盤と張り合わせ
る こ と に よ り、 右 図 の
よ う に G8 サ イ ズ の 真 空

チャック式セラミック定盤を作
製することができた。
　今後は液晶メーカー等のユー
ザー評価を経て、実用化に結び
つけるとともに、他の応用に
ついても検討していく予定であ
る。( 伊藤主席研究員）

　本事業で作製した G8 サイズ多孔質セラミック
　　　　定盤の外観写真（約 3.4 畳の大きさ）


